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評価結果の総合所見 

本課題は、人間の手作業に委ねられている樹脂用金型の研磨工程を、研磨力を制御可能なエンド

エフェクタとロボットを連携させることで自動化するロボット研磨システムの開発を目指すものである。 

特に優れた成果が得られ、企業との共同研究も進んでおり、イノベーション創出が大いに期待できる。 

当初の目標にむけて着実に研究開発が進められており、順調に進んだと判断できる。開発における

設計仕様が定量的に定められており、最初から実用化を見据えている点は高く評価できる。金型の仕

上げ磨き工程をロボットで磨くことができれば、意義は大きく今後の社会実装を期待する。 
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